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1 目的

テストにおいて項目の性質を検討する際に、項目を (1) 上位群は通過しやすいが下位群
は通過しにくい項目、(2) 上位群も下位群も通過しやすい項目、(3) 上位群も下位群も通過
しにくい項目、(4) 上位群は通過しにくいのに下位群が通過しやすい項目、に分類するこ
とを考える。このとき、項目反応理論の識別力母数は、正答確率が 50%になる能力母数の
点における項目特性曲線の傾きであるため、下位群でも高い確率で正答する項目や、上位
群でもほとんど正答できない項目に用いるのは、やや適切さが不足する。一方、Johnson
（1951）のU-L Indexなどは、中位群のデータを捨てることになってしまう。

Shojima（2008）のニューラルテスト理論では、順序のある複数のカテゴリ（潜在ラン
ク）に受験者を分類することができる。ニューラルテスト理論において、潜在ランクの数
を 2として項目参照プロファイルを計算すれば、受験者全員を上位と下位に分類した上で、
上位群・下位群ともに通過の容易な項目や、ともに通過の難しい項目も扱いやすくなる。
そこで、本報告では、ニューラルテスト理論を用いて、潜在ランクの数を 2としたときの
項目分析を試み、その例を報告する。

2 データ

2母数ロジスティックモデルの項目反応理論に従って人工データを作成した。具体的に
は、受験者 iの項目 jへの正誤を、

θi ∼ N(0, 12)

loge αj ∼ N(0, 0.52)

βj ∼ N(0, 22)

uij ∼ U(0, 1)

から発生させた乱数 θi, αj , βj , uij を用いて、

xij =


1 if uij <

1
1 + exp{−1.701αj(θi − βj)}

0 otherwise

とした。受験者数は 800、項目数は 25とした。



 0.2

 0.4

 0.6

 0.8

 1

 0  0.2  0.4  0.6  0.8

hi
gh

 la
te

nt
 ra

nk

low latent rank

図 1: 上位群および下位群の正答確率推定値のプロット

3 結果

前述のデータに対して、潜在ランクの数を 2として項目参照プロファイルを推定した結
果は、図 1のようになった。これを見ると、右上にある 12項目は上位群・下位群ともに
正答しやすく、左下にある 9項目は上位群・下位群ともに正答しにくく、左上にある 3項
目は上位群のみ正答しやすい識別力の高い項目であることがわかる。左の、下位群の正答
確率がほぼ 0であるのに対し、上位群の正答確率が 0.64である項目は、特に識別力の高い
項目である。
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